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経 済論叢(京 都 大学)第150巻 第4号,ユ992年10月

総投下労働量 ・所得率 と経済発展"

中 島 章 子

1は じ め に

開 発 経済 学 の分 野 での い わゆ る不 等価 交 換論2)に 答 え る こ とと経 済 開 発 の 目

標 を検 討す るこ とを本 稿 の 目的 とす る。 日本経 済 の1970,75,80年 に お け る実

証 研 究 の結 果 を基 に開発 経 済学 へ の イ ソプ リケ ー シ ョンを考 え るが,こ の事 は,

一 国 の産 業 間で い い得 る こ とは
,国 家 間 で もい い得 る3),そ してす べ て の労 働

が価 値 を形成 す る,と い う仮定 にた ってい る。

II総 投下労働量或いは不等価交換の測定

(1)総 投下労働量の決定

置塩 ・中谷(参 考文献 〔1〕 及び 〔5〕)の 方法 に従 って,不 等価交換 ある

いは一貨幣単位 に含まれ る総投下労働量 を測定す る。

名数 を物:量に取 って.一 物量単位 を生産す る投入係数がai-(aijは ブ財1物

量 単位 を生産す るのに必要 な物量単位 で表示 された ゴ財の量),ブ 部 門 におけ

る必要 な直接的投下労働量が ら であるとき,一 物量単位 の各 々の商品に 含 ま

れ る総投下労働量(直 接 的 ・間接的投下労働量,或 いは価値)は

ち=Σ α,,ち+ら
ゴ

で求 め られ る。

これ をベ ク トル表 示 すれ ば,

1)本 稿 は1992年6月6日 国際経済学 会 関西大会報 告論文r不 等価 交換 ・搾 取お よび経済 開発』 の

一部 を加筆1修 正 した もので ある
。

2)参 考 文献 〔6〕 を参照 の こ と。

3)為 替 レー トの問題 が残 る。参考文 献 〔3〕
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T=TA十 五

で あ る。 ただ し,Aは αゴ,を要素 に もつ正 方 行 列,τ,Lは それ ぞれ ち,ら を

要 素 に もつ横 ベ ク トル で あ る。

(2)貨 幣的 生 産 係 数 に基 づ く計 測

実 際 産業 連 関表 で求 め得 るのは 貨 幣表示 の投 入産 出係 数 で あ る。 よ って求 め

得 るの は,

音羽 傷者 妾・缶
である。

こうして求めた結果 が,計 測1で ある。即 ち一貨幣単位(80年 価格 の100万

円)当 た りの総投下労働量 を求めた。

③ 固定資本減耗の考慮

計測1に 対 し,使 用 されている資本 ス トックの減価償却費 を中間投入費用 と

して算入 し計測 した結果が計測2で ある。資本ス トック費 用の算出に当た って

は,各 部門 における減価償却引当額が現実の資本減耗額に等 しい とい う仮定 を

おいて各資本ス トックの減耗額を算出 した。即 ち

峨r皇 ・蒲̀
において,4げ 」♪ノρ」は ブ財 の生産に必要 な ゴ財固定設備 の価額 である。 これ を

算出す るのに,乙 は産業連関表 より求めた ゴ部 門の減価償却 引当金,瓦 は ゴ

部門の総生産額,瓦5・ あ は第 ブ部門が使 用す る第 ゴ固定設備額で,資 本 ス トッ

ク表 よ り求めた。

こgと き,求 め るべ き一貨幣単位 当た りの総投下労働墨は,

舞 写(・嶋+4'妾)表+妾

となる。 これ を計測 したのが計測2で あ る。減価償却引当金 を資本 ス トック減
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耗額 と して費 用 と して 計算 して い るの で,そ の相 当額 付 加価 値生 産額 は 減少 す

る。

④ 輸 入 の取 扱 い に つ いて

輸 入 の取 扱い につ い ては,「 輸 入品1貨 幣 単位 は輸 出 品1貨 幣単 位 との交 換

で得 られ るか ら,輸 出 品 の生 産 に必要 な投 下 労働 量 で輸 入品 の投 下 労 働 量 を代

替 す る。」(中 谷,参 考文 献 〔5〕)

以下 で は物理 的 係 数 に用 い て いた係 数 を貨幣 的 係 数 に使 用 す る。投 下 労 働 量

の決 定 式 は,

T=T〈Ad+D)十 μ評+L

孟屑=7・Eノ

とな る。

A41α 、ノ ノ財1貨 幣 単位 を生 産 す る のに投 入 され る国 内で生 産 され た第 ∫財

の貨 幣単 位 で表 され た 量,以 前 の 表現 の αヴ4♪ノρ,に 相 当す る)を 要 素 に もつ

正 方行 列

丁:以 前 の表 現 の 曜 変 を要 素 に持 つ横 ベ ク トル

L:以 前 のZノ あ を要 素 に持 つ横 ベ ク トル

μ:横 ベ ク トル で,μ,は 第 ノ生 産物 の一貨 幣 単位 の生 産 に 必 要 な輸 入額=

μ,=Σ μ,5朋

E':縦 ベ ク トル で,θピは輸 出品1貨 幣 単位 に含 まれ る第f生 産 物 の 比率 Σ幽

=1で あ る。

'加:ス カ ラー=輸 入 品1貨 幣 単位 を得 るため に必 要 な投 下 労 働 量

D:4り=d,;・P:/P」 を要 素 に もつ 正 方行 列

上 記 二式 を変 形 して

T=T'+F・ ∫朋(1)

74E∬∫㎜=1
_FE'(2)

なぜ な ら
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評=7Ef

=(7げ 十診賜F)E'

が(1-FE')=アE'

なの で(2)式 が成 り立 つ。

但 しTs=L(1-D-Ad)_,

輸 入品 投入 を無 視 した場 合 の 国 内品投 入 の み で決 ま る投下 労 働 量

17=μ(1一 工)一Aつ 蝿

輸 入 μ が 生 じた と きに波 及 効果 も含 め て直 接 ・間接 に必要 な 輸 入

額

μ の算 出 に関 しては,X;を 第 ゴ財 の 国 内生産 額,M;を 第f財 の輸 入額 と し

た ときに,第 ブ財 部 門 へ の第 が財 投 入額 の うち輸 入 の占 め る割 合 は輸 入 を含 む

第f財 総生 産額 に 占め る第`財 輸 入 額 に等 しい と仮 定 す る。 即 ち

αゲ 十αゲ=α ウ

重 三_xゴ_1
aij-Xi十 八fゴー1十m;

璽_祝,
ay1十m;

と仮 定 し,Σ μゲ=μ,で あ る。

こ う して求 めた 結果 が 計測3で あ る。 計測3の 総 投下 労働 量(直 接 的 ・間接

的投 下 労 働 量)の 部 門毎 の結 果 を グ ラフで示 す。 横 軸 の 番号 は統 合 した 産業 番

号 を示 し,縦 軸 はユ980年 価 格 の100万 円 当た りの総 投下 労f動量(単 位:人 ・年

/1980年 価 格 の100万 円)で あ る。 グ ラ フは総 投 下労 働 量並 び に不 等価 交 換 の

程 度 を しめす 。

III所 得率 と投下労働量3経 済開発への展望

就業者一人あた りの付加価値生産額 を所得率 と称す る。記号 で ッピで表す。

価格 ベ ク トルをP(横 ベク トル),産 業連関表 の投入産出係数 マ トリックスを

.4行 列(a;;は ノ財1単 位 の生産 に必要な第 が財 の投入量 を示す) ,直 接 的投下
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図1各 産業 の総投下労働量

、へ

/噌.■.十

r申
十Fσ

、'

ΨFワ 「

「7一 万

+
円
融

山
州
一
,

4

吻

・
'
サ

/

〆

,

ノ

+
'

ワ

!

'

ナ

・ー

ヂ

ワ

∩

Ψ

O

÷

」
」

Ψ
」

、

、

「

、

盛

▽

,
'

ノ

"

十

ワ

7
壱

㌦

、

一

十

7

ワ

,
!

'

印
+

▼

.

「

㌔
峯

噌

「十

や

し9二

匹.
P「写 ＼

,ク 、 ζ 適 」9

1234567891011121314ユ516ユ71819202122232425

□ 王970十 ユ975▽ ユ980

(単 位=人 ・年/1980年 価 格 の100万 円)

労 働 量 をLベ ク トル(横 ベ ク トル),.所 得 率 の 対 角 行 列 をy(Y:.は 第 ゴ産 業 の

所 得 率),総 投 下 労 働 量 の 横 ベ ク トル をTで 表 す と,

P=PA十LY

即 ち

P=LY(1-A)一 工

と な る 。

一 方
,直 接 的 間 接 的 投 下 労 働 量 と直 接 的 投 下 労 働 量 と の 関 係 式 は,

T=TA十L

即 ち

T=L(1-A)胴1で あ る 。

ア が ス カ ラ ー な らば,そ の 時 に 限 り,

P=YL(1-A)鞠1と 書 き換 え られ る の で

P=YT
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図2各 産業の所得率
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である。

即 ち所得率が全産業 で同一 であれ ば 対角行列yは ス カラーであ り,相 対価

格は投下総労働量 に比例 する。逆 にすべての商品の価格 がその価値 に比例 して

い るときには,yは スカ ラーでな くては な らず,つ ま りすべての部 門の所 得率

は同一であ る。

次 に,所 得率の高い産業(或 いぼ国家)の 商品に含まれ る総投下労働量 は所

得率の低い産業(或 いは国家)に 含 まれ る総投下労働量 よ りも少 ない とい う命

題 が成 り立つか検討す る。

まず,2部 門の場合 に上 の命題は必ず成 り立つ。HS条 件 ・(ホーキ ソズサイ

モ ンの条件)を 入れ ると証明で きる。

部門数が無限大の場合は以下 の通 り近似的 に成 り立つ。

(i)Σ μゲAが 同一 の二部 門について,直 接的投下労働量 が多 いほ ど所 得
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率 は小 さ くな る。 一 方部 門数 が十分 大 きい と,'/ク の 違 いが 互 い に相 殺 さ

れ,Σ 砺 ・'、の違 いは 無 視で き る と考 え られ るの で,直 接 的 投 下労 働 量 の

多 い部 門 ほ ど総 投 下労 働 量 は 大 き くな る。

倒 直接 的 投下 労 働 量 が 同一 の 二部 門 を取 り上 げ る と,部 門数 が 充 分大 きい

と,

Σ画,。P:く Σμげん・Piな らば Σゴαfゴ崎 く Σμ,ゼ右

とな るだ ろ うか ら,中 間投 入 財費 用 の 少 ない部 門 ほ ど,所 得率 は 高 くな り,

総 投 下労 働 量 は少 な くな る。

㈹ 現 実 に は比 較 され る二部 門 は直 接 的投 下 労働 量 も中間 投 入財 費 用 も異 な

るので あ ろ うが,い ず れ か一 方 のみ が 異 な る仮 想的 な部 門 を導 入 す る こ と

に よ り(i)と㈹ に分 解 で きる。

部 門数 が3以 上 の有 限 の部 門数 の場 合 は,ま ず,(1-A).'1の 各 ウ 要 素 を

4/4と 書 く。4り は(1-A)行 列 の第 が 要素 の余 因 子,4は(1-A)の 行

列 式 で あ る。 す る と,

T=L(1-A)幽 【

な の で,Tベ ク トル の第 ブ要 素 ら は

t;=E;(',4,μ)

と書 け る。

同様 にPベ ク トル の第 ノ要 素 あ は

ρ」=E;(ツ 孟4ノ 」)

で あ る。 よ って,

豊.Σ 浩 繍

を第

44
TLち

痴らノ♪

ム
`

ち

4
7

押競で

Σ・争
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を ウエ イ トに加 重平 均 した もの に他 な らな い4)。

こ の ウエ イ トの うち,分 子 が ∠ガ 」ノ∠ とな る もの が最 大 であ るか或 い は最

大 に準 ず る。本 稿末 尾 に(d;;・1ノ の/Σ ゴ(45・4/4)を 正 方行 列 として添付 す るの

で,こ の こ とを確 か め て頂 きた い。即 ち,総 投 下 労働 量 の逆 数 は 各部 門 の所 得

率 の加重 平 均 で あ るが 自 らの部 門 の所 得率 に強 く影 響 され る。

所 得率 と総 投下 労 働量 の関 係 を実 証 した。1970,1975 ,1980年 の 日本 の総 投

下 労働 量 と所 得率 の逆 数 の間 の産 業 間 の順 位 の相 関 係 数(ラ ン ク相関 係 数)を

求 め ると,

1970年

工975年

1980年

計 測1

0.918

0,868

0.861

計 測2

0,918

0,817

0,850

計 測3

0.917

0.832

0.861

とな り高い相 関 を示す。即 ち約80%の 確率 で所 得率が高 くなれば,総 投下労働

量 は減少す る。

Iv結 論

所得率(就 業者一人当た り付加価値額)が 高 くなれ ぼ,一 貨幣単位 当た りに

含まれ る直接的 ・間接的投下労働量 は少 な くなる傾 向があ る。 よって不利 な不

等価交 換 を回避 した1ナれば所得率を上昇 させれぼ良い。 その事 に よって八割程

度不利 な不等価交換は回避で きる。所得率 を引 き一hげることを国家 的 レベルで

考 える と、 それは就業者一人 当た りの国民所得 を引 き上 げ る事 なので,と りも

なお さず それ 自体が経済 開発 の 目的 とな り得 る。通常付加価値 を問題 にす ると

きは投資 した資本額当た りの付加価値生産性 が問題 とされ る
。 しか し本稿が問

題 としてい るのは就業者一人 当た りの付加価値生産性であ り,そ の差異には留

意 され たい。

就業者一人 当た りの付加価値生産性は,大 ざ っぱにい えば(失 業率 を一定 と

4)置 塩信雄 参考文献 〔2〕)
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仮 定 すれ ば),一 人 当た り国民所 縁 即 ち一人 当 た りGNPに 比 例 す る。 よ っ

て,大 ざ っぱ に い えば,一 人 当たOGNPを 引 ぎ上 げ る こ とで,不 利 な不等 価

交換 の80%程 度 は 回避 で き る。 不 等価 交 換 の 回避 を以 て それ が マル クス 経済 学

に よ る経済 発 展 の 目的 とは い い得 ない で あろ う。 しか し,一 人 当 た りGNPを

引 き上 げ る事 は,総 投下 労 働量 とい う概念 を用 い て も80%程 度経 済発 展 の 目的

とな り得 る。

よ り厳密 には,総 投下労働量 とい う概念 を用い ると就業者一人 当た りの付 加

価値生産性 を引 き上げ る事は経済発展 の 目的 となる。

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

論 叢 』,

〔5〕

学 』,

〔6〕

的 諸 関 係 に お け る 諸 敵 対 関 係 に つ い て の 試 論 」

〔7〕

〔8〕

inCheneryed.,"HandbookofDevelopmentEconom三CS,"North-Holland .

〔9〕Roemer,J.E,(1982),"AGeneralTheoryofExploi亡ationandClass,"

HarvardUniversityPress.

〔10〕Roemer,J.E.,(1983),`UnequalExchange,LaborMigration,andInter-

nationalCapitalFlows:ATheoreticalSynthesis
,'inDesai,P.,ed.,"Marx・

ism,CentralPユanningandtheSovietEconomy
,"PP,34-6(L
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表1投 入産出表の産業分類 と部門統合表

(357)95

重 化 学 工 業

ユ.鉄 鋼

2.非 鉄 金 属

3.金 属 二 次

4,一 般 機 械

5.電 気 ・電 子 機 械

6.自 動 車

7.そ の 他 輸 送 機 械

8,精 密 機 械

41,42,43

44,45

46

47,48,49

50,51,52,53

55

54,56

57

軽 工 業

9.建 設 ・土 木

10,食 料 品

11.繊 維 糸

12.繊 維 製 品 ・皮 革

13.窯 業 ・9p金 属 鉱 物

14.木 材 ・木 製 品

15,紙 ・印 刷

16.化 学 ・ゴ ム 製 品

17.そ の 他 製 造 業

59,60,61,62,63

11,12,13,14,15,16,17

18,19

20,21,22,23,29

40

24,25

26027,28

30,31,32,33,34,35,36,37

58

農林水産鉱業

ユ8,農 林水産業

19..鉱 業

1,2,3,4,5

6ア7,8,9,10

ニ ネ ル ギ ー 関 連 産 業

20.石 油 ・石 炭

21.電 力 ・ガ ス ・水 道

38,39

64,65,66

サ ー ビス 産 業

22.商 業

23.運 輸 ・通 信 ・保 管

24.金 融 ・保 険 。不 動 産 そ の 他 サ ー ビス

25,事 務 用 品 ・梱 包 ・分 類 不 明

67

71,72,73,74

68,69,70,75,76,77,78,.79,80,81

82,83,84

デ ータ出所=日 本 経済新 聞社,日 経NEEDS-1.O.r昭 和45-50-55年 接続産 業連 関 表』 昭和55

年 価格,84部 門衷)
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表2資 本ス トック表の部門統合表

重 化 学 工 業

1.鉄 鋼

2.非 鉄 金 属

3.金 属 二 次

4.一 般 機 械

5.電 気 ・電 子 機 械

6.自 動 車

7.そ の 他 輸 送 機 械

8.精 密 機 械

軽 工 業

9.建 設 ・土 木

10.食 料 品

11,繊 維 糸

12.繊 維 製 品 ・皮 革

ユ3.窯 業 ・非 金 属 鉱 物

14.木 材 ・木 製 品

15.紙 ・印刷

16.化 学 ・ゴ ム製 品

17.そ の他 製 造 業

農 林 水 産 鉱 業

18.農 林 水 産 業

19,鉱 業

エ ネ ル ギ ー 関 連 産 業

20.石 油 ・石 炭

21.電 力 ・ガ ス ・水 道

サ ー ビス 産 業

22.商 業

23.運 輸 ・通 信 ・保 管

24.金 融 ・保 険 ・不 動 産 そ の他 サ ー ビス

25,事 務 用 品 ・梱 包 ・分 類 不 明

42

45

46

47

48

49

49

52

54

14

22

21,一22,32

41

25

28

31,一32,34

53

3,7,8

9

38

57,58,59

60

66,67

61,62,65,68,69

70,71

(注)固 定 資本 マ トリックスに於け る資本財別 分類 の統合は上 述 の投 入産 出表 の部門統 合 に類す

る。生 産資本 お よび公共資 本の 資本機能分 類の統 合は以上 の通 りで ある
。自動車 お

よびその他 輸送機械 に関 しては,輸 送機 械全体 の資本 ス トッ ク額 を各部 門 の産 出

額 の比率(α80対0.20)で 配分 した。 なお,産 業分類 番号 にマ示 ナス記 号の ついて い るのは
,

差 し引い た事 を表 す。

デ ー 哨 所 綴 舗 襲 弊 日9NEEDS-1 .0.,『8・ 年 固定・ 本 ・ トリ・ク・・(昭 和 ・5年価
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表31970年 給投下労働量

(359)97

部 門 計 測 1 計 測 2 計 測 3

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

0,237690

0.237039

0.330389

0,323998

0.485858

0.308777

0.266502

0.522230

0.311411

0,576549

0.669548

0.646210

0.278264

0.585959

0.257487

0.314466

0.382339

0.862260

0.245219

0.213967

0.153668

0.382698

0.260292

0.261493

0.255061

0.281526

0.270369

0.357392

0.356487

0.526460

0,340941

0.293435

0.556688

0333295

0.599207

0.704246

0.673083

0.309298

0.607630

0.277146

0.362082

0.414305

0.886430

0.285052

0.249563

0ユ91576

0.398506

0.294327

0.28ユ521

0.273489

0.296958

0.294607

0.365407

0.364586

0.535546

0.347103

0.299476

0.561302

0.336623

0.576591

0.691915

0.668671

0.319375

0.595012

0.280111

0.375468

0.419384

0.871912

0.316688

0.281358

0.203234

0.400663

0.300092

0.282128

0.276465

(単位:人 ・年/1980年 価 格 のユ00万円)
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表41975年 総投下労働量

部 門

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

M

15

16

17

18

19

20

21

羽

23

24

25

1

1

1

1

計 測1 計 測 2 計 測 3

0.186255

0.202285

0.284265

0.281400

0.339190

0.257253

0.227149

0.387410

0.256293

0.419858

0.521776

0.460207

0.238144

0.459093

0.253438

0.241817

0.317760

0.694152

0.207816

0.177407

0.139929

0.313093

0.222069

0.221807

0.249404

1
「
I
I
I
.

0240527

0.242549

0.322038

0.321395

0.381036

0.298221

0.262438

0.423904

0.285529

0451022

0.564339

0.494473

0.279204

0.490333

0.284176

0.292966

0.360053

0.730401

0.253886

0.218158

0.182457

0.331779

0.262352

0.252021

0.295346

1
0.247972

0.258873

0.326410

0.324208

0.384094

0.300967

0.264963

0.423711

0.286928

0.434084

0.546340

0.487149

0.285231

0.479652

0.285049

0.298028

0.361270

0.718447

0.272386

0.234920

0.189080

0.332597

0.265682

0.252204

0.297111

(単位:人 ・年/1980年 価格 の100万 円)
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表51980年 総投下労働量

(361)99

部 門

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

1

ー

ユ

ー

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

1 計 測 1

0.135170

0.150807

0,208803

0.187605

0.192584

0.190708

0.187011

0.2ユ9570

0,239050

0.355168

0.425553

0.356700

0.193683

0.396601

0.221824

0.172927

0.236850

0.622043

0.145065

0.128397

0,124816

0.265035

0.199971

0.205135

0.201088

計 測2

0.181474

0.187521

0.243033

0.219657

0.224592

0.224800

0.220176

0.249109

0.269740

0.390822

0.466041

0.389580

0.234455

0.430270

0.251029

0.215492

0.276038

0.671012

0,188994

0.168910

0.175379

0.286475

0.242738

0.240367

0,233223

」
.

計 測 3

0.184018

0.195633

0.244432

0.220543

0.225475

0,225571

0.221081

0.249076

0.269161

0,368604

0.444261

0.379526

0.236285

0.412809

0.249740

0.216458

0.274618

0.653496

0,194861

0.176627

0.177544

0.286425

0.243436

0,239449

0.231624

(単位;人 ・年/1980年 価 格のユ00万円)



表6
Z#CI,」)=(LL#(1)・B#(1

,1))/珊 の

1・ i・ 1・ 1

所得率にかかる加重平均のウエイ ト
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(注)41牙 正・/≧】」1牙」・

年の場合 を示 す。

を示す。対 角要素 は各行 においては常に最 大値 であるが,各 列 におい ては最大値 とな らない場合があ る。1980
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